
銀
の
長
大
付
小

情
感
込
め
演
奏

九
州
吹
奏
楽

コ
ン

一

大
分
市
で
２２
日
に
あ

っ
た
第

５９
回
九
州
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

（九
州
吹
奏
楽
連
盟
、
朝
日
新

銀
賞
を
受
賞
し
た
長
崎
大
教
育

学
部
付
属
小
＝
大
分
市
の
ｉ
ｉ

ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
グ
ラ
ン
シ
ア
タ

聞
社
な
ど
主
催
）
の
小
学
校
の

部
で
、
長
崎
大
教
育
学
部
付
属

小
学
校
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
か
み
ご
と
～
幼
い
日
に
見
た

祭
り
の
情
景
～
」
を
情
感
を
込

め
て
演
奏
し
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
を
浴
び
た
。

６
年
生
の
部
長
、
掛
屋
美
律

さ
ん
（１２
）
は

「練
習
で
で
き
な

か

っ
た
こ
と
が
本
番
で
は
で
き

ま
し
た
。
和
風
の
曲
で
、
情
景

を
表
現
す
る
の
を
工
夫
し
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
小
学

校
の
部
が
２２
日
、
大
分
市
の
ｉ

ｉ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｋ

Ｏ
グ
ラ
ン
シ
ア
タ

で
開
か
れ
た
。
九
州

・
沖
縄
の

各
県
か
ら
２２
団
体
が
出
場
。
金

賞
に
輝
い
た
１０
団
体
の
う
ち
、

西
合
志
東
小

（
熊
本
県
合
志

市
）
が
、

１１
月
に
大
阪
市
で
開

か
れ
る
第
３３
回
全
日
本
小
学
校

バ
ン
ド
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出

場
す
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
成

績
は
次
の
通
り
。

【
金
賞
】

一
新
、
西
合
志
東

（熊

本
）
、
大
淀

（宮
崎
）
、
平
佐
西
、

清
和
、
坂
元
、
吉
野
、
大
龍

（鹿
児

島
）
、
安
謝
、
北
中
城

（沖
縄
）

【
銀
賞
】
長
崎
大
教
育
学
部
付
属

（長
崎
）
、
龍
田

（熊
本
）
、
ウ
イ

ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
荷
揚
（大
分
）
、

武
岡
台
、
山
下
、
谷
山

（鹿
児
島
）
、

中
城
南

・
津
覇
、
美
里
、
宣
野
湾
、

座
安

（沖
縄
）

【銅
賞
】
志
免
南

（福
岡
）
、
鹿

島

（佐
賀
）

西
合
志
東
小
が

全
国
大
会
進
出

九
州
吹
奏
楽

コ
ン

．
第
５９
回
九
州
吹
奏
楽

コ
ン
ク

ー
ル

（九
州
吹
奏
楽
連
盟
、
朝

ユタ準孝P月おコ功つ4



九
州
吹
奏
楽
コ
ン
小
浜
中
な
ど
３
校

銀
賞

は

「緊
張
し
た
け
ど
、
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
ま
し
た
。
音
を
ま

っ

す
ぐ
出
し
て
、
響
か
せ
る
こ
と

を
意
識
し
ま
し
た
」
。
山
里
中

の
田
中
彩
英
さ
ん
（
１４
）
は

「演

奏
し
た

『自
鳥
の
湖
』
は
バ
レ

エ
で
有
名
な
の
で
、
動
画
を
見

た
り
し
て
研
究
し
ま
し
た
。
楽

し
く
演
奏

で
き
た
と
思

い
ま

す
」
。
長
崎
東
中
の
本
寺
紗
都

さ
ん
（
１５
）
は

「
『音
に
は
生
命

が
あ
る
』
を
合
言
葉
に
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
楽
し
く
、
歌
う

大
分
市
で
２３
日
に
あ

っ
た
第

５９
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
中
学
校
の
部
で
、
県
内
か
ら

出
場
し
た
雲
仙
市
立
小
浜
中
、

長
崎
市
立
山
里
中
、
県
立
長
崎

東
中
の
３
校
は
と
も
に
銀
賞
を

受
賞
し
た
。

小
浜
中
の
黒
田
大
志
君
（
１５
）

小浜 中

山里中

長崎東中

よ
う
な
演
奏
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
た
。

■
吹
奏
楽
コ
ン
３
校
全
国
ヘ

第
５９
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（九
州
吹
奏
楽
連
盟
、
朝
日
新
聞
社

な
ど
主
催
）
の
中
学
校
の
部
が
２３

日
、
大
分
市
の
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
Ｏ
グ

ラ
ン
シ
ア
タ
で
あ
っ
た
。
九
州

・
沖

縄
の
２６
校
が
出
場
。
金
賞
を
受
賞
し

た
・４
校
の
う
ち
、
富
崎
市
立
大
淀
、

福
岡
市
立
長
丘
、
同
市
立
香
椎
第
３

の
３
校
が
、

１０
月
２５
ヽ

２６
日
に
名
古

屋
市
の
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催

さ
れ
る
第
６２
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

２４
日
に
は
高
校
の
部
が
あ
る
。

結
果
は
以
下
の
通
り
。

【
金
賞
】
宇
美
東
、
中
間
東
、
春

日
、
長
丘
、
玄
洋
、
香
椎
第
３
、
門

司
学
園

（福
岡
）
、
桜
丘
、
武
岡

（
鹿
児
島
）
、
美
里
、
山
内

（
沖

縄
）
、
大
淀

（宮
崎
）
、
昭
栄

（佐

賀
）
、
託
麻

（熊
本
）

【
銀
賞
】
鴨
池

（鹿
児
島
）
、
小

浜
、
山
里
、
長
崎
東

（長
崎
）
、
本

渡
、
人
吉
市
立
第

一
（熊
本
）
、
神

埼

（佐
賀
）
、
植
田
南
、
鶴
谷

（大

分
）
、
生
目
、
生
目
台

（富
崎
）
、

下
山
門

（福
岡
）

2oノ十年♂月2ケ曰 尋月タサ閉



金賞を受賞 した創成館=大分市

玉
名
女
子
な
ど

３
高
校
全
国
へ

九
州
吹
奏
楽

コ
ン

第
５９
回
九
州
吹
奏
楽

コ
ン
ク

ー
ル

（九
州
吹
奏
楽
連
盟
、
朝

日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
高
校

の
部
が
２４
日
、
大
分
市
の
ｉ
土

ｃ
ｈ
ｉ
ｋ

ｏ
グ
ラ
ン
シ
ア
タ
で

あ

っ
た
。
九
州

・
沖
縄
か
ら
２６

校
が
出
場
。
金
賞
を
受
賞
し
た

・８
校
の
う
ち
、
玉
名
女
子

（熊

本
）
、
福

工
大
付
城
東

（
福

岡
）
、
精
華
女
子

（同
）
の
３

校
が
１０
月
２６
日
に
名
古
屋
市
の

名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
か
れ

る
第
６２
回
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
こ
と
が
決

ま

っ
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

【金
賞
】
那
覇
、
コ
ザ

（沖
縄
）
、

筑
紫
台
、
飯
塚
、
福
岡
第

一
、
福
工

大
付
城
東
、
修
猷
館
、
中
村
学
園
女

子
、
精
華
女
子

（福
岡
）
、
鹿
児
島

情
報
、
松
陽
、
出
水
中
央

（鹿
児

島
）
、
玉
名
女
子
、
熊
本
、
熊
本
北

（熊
本
）
、
都
城
商

（宮
崎
）
、
創

成
館

（
長
崎
）
、
佐
賀
学
園

（佐

賀
）【

銀
賞
】
鎮
西
学
院
、
西
陵
、
長

崎
北
陽
台

（
長
崎
）
、
宮
崎
学
園

（宮
崎
）
、
佐
賀
北

（佐
賀
）
、
大

牟
田

（福
岡
）
、
大
分
中

上
局
、
大

分
豊
府

（大
分
）

大
分
市
で
２４
日
に
あ

っ
た
第

５９
回
九
州
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル

の
高
校
の
部
に
、
県
内
か
ら
４

校
が
出
場
し
た
。
創
成
館
は
金

賞
、
鎮
西
学
院
、
西
陵
、
長
崎

北
陽
台
は
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
～
ゲ
ツ

セ
マ
ネ
の
祈
り
～
」
を
演
奏
し

た
創
成
館
の
田
中
義
隆
君
（
１７
）

は

「
キ
リ
ス
ト
の
苦
悩
や
葛
藤

な
ど
を
曲
を
通
し
て
表
現
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
演
奏
時
間
は

あ

っ
と
い
う
間

で
楽
し
か

っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

鎮

西
学
院
が
演
奏
し
た
の

は
、
場
面
転
換
が
多
い

「
バ
レ

エ
音
楽

『
ヨ
ゼ

フ
伝
説
』
よ

り
」
。
木
戸
葵

さ
ん

（
１８
）
は

「
バ
レ
エ
の
写
真
を
見
た
り
し

て
、
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
。

や
れ
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
い

ま
す
」
と
語

っ
た
。

西
陵
の
米
田
風
夏
さ
ん
（１８
）

は

「
『
翠
風
の
光
』
は
夏
ら
し

く
さ
わ
や
か
な
曲
な
の
で
、
聴

く
人
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

に
演
奏
し
ま
し
た
」
。

「
ラ
ッ

キ
ー
ド
ラ
ゴ
ン
～
第
五
福
竜
丸

の
記
憶
～
」
を
演
奏
し
た
長
崎

北
陽
台
の
内
田
愛
華
さ
ん
（１８
）

は

「被
害
に
あ

っ
た
人
た
ち
の

こ
と
を
本
な
ど
で
調
べ
、
思
い

を
代
弁
で
き
る
よ
う
に
演
奏
し

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

創成館が金、鎮西学院など銀
九州吹奏楽コン 高校の部

―
―

 。
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長
崎
市
で
３０
日
に
あ

っ
た
第

５９
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ツ
ク
ト
ル

大
学
の
部
に
出
場
し
た
県
代
表

の
長
崎
大
吹
奏
楽
部
は
銀
賞
を

受
賞
し
た
，。

自
由
由
に
選
ん
だ
の
は

「
ラ

・
メ
ス
キ
ト
タ

一
デ

・
コ
ル
ド

バ
」
。

「
モ
ス
ク
の
壮
大
さ
を

長
崎
大
い満
足
の
銀
無
理
苦
ン

表
現
し
ヽ
イ
ス
ラ
ム
系
の
不
思

議
な
音
階
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
か

つ
た
」
〓
と
指
揮
を
と
っ

た
黒
瀬
朋
浩
さ
ん

（３
年
）
。

一意
見
を
出
し
合

っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
■
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
て
き

た
ｏ
集
中
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
に
自
信
を
持
つ
。

「リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
演
奏
で

き
た
“
練
習
は
週
４
日
で
は
か

の
大
学
よ
り
少
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
全
員
が
集
中
し
て
こ

の
日
の
演
奏
に
臨
め
た
」
と
満

足
し
た
様
子
だ

っ
た
。

全
国
大
会
進
出

九
州
吹
奏
楽

コ
ン

第
５９
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
（九
州
吹
奏
楽
連
盟
、
朝
日

新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
大
学
の

部
が
３０
日
、
長
崎
市
の
長
崎
ブ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
あ

っ
た
。
九

州

・
沖
縄
各
県
の
予
選
で
推
薦

さ
れ
た
■０
団
体
が
出
場
し
た
。

金
賞
を
受
賞
し
た
４
団
体
の
う

ち
ヽ
福
岡
大
応
援
指
導
部
吹
奏

楽
団
と
福
岡
工
業
大
吹
奏
楽
団

が
、

１０
月
に
新
潟
市
で
あ
る
第

６２
回
全
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
す
る
九
州
代
表
に
選

ば
れ
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

金
賞
＝
北
九
州
市
立
、
熊
本
、
福

岡
、
福
岡
工
業

銀
賞
＝
宮
崎
、
長
崎
、
別
府
、
鹿

児
島
、
沖
縄
国
際

銅
賞
＝
佐
賀

20774鋼 310朝 多η
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２
団
体
が
銀

九
州
吹
奏
楽
コ
ン

長
崎
市
で
３．
日
に
あ

っ
た
第
５９
回
九
州
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
職
場

・
一
般
の
部
に
、
県
内

か
ら
は
、
ナ
ガ
サ
キ

・
ウ
イ
ン
ド

・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
諫
早
吹
奏
楽
団
が
出
場
し
、
い
ず
れ
も

銀
賞
を
受
賞
し
た
。

ナ
ガ
サ
キ

・
ウ
イ
ン
ド

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
映
画
音
楽
を
得
意
と
す
る
若
手
中
心
の
楽

団
。
こ
の
日
も
自
由
曲
で
映
画

「天
地
創
造
」

の
曲
を
披
露
し
た
。
森
下
ひ
と
美
事
務
局
長
は

「本
番
が

一
番
良
か

っ
た
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
演
奏
し
た
。
楽
し
か

っ
た
」
。

こ
の
春
、
就
職
や
転
勤
で
メ
ン
バ
ー
が
減
り
、

県
予
選
段
階
で
、
出
場
も
危
ぶ
ま
れ
た
と
い

う
。
森
下
事
務
局
長
は

「
出
ら
れ
て
良
か

っ

た
ガ
轍
に
わ
類
い
¨
針

野
，

と
臨
出
ま
い
蒙
ｒ

曲
に

つ
い
て
、

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
歌
劇
の
曲
を
吹

奏
楽
用
に
編
曲
し
た
。
小
さ
な
音
を
き
れ
い
に

長
く
維
持
す
る
こ
と
が
大
変
だ

っ
た
が
、
個
人

練
習
や
パ
ー
ト
の
練
習
に
各
自
が
繰
り
返
し
取

り
組
み
、
テ
ン
ポ
の
切
れ
が
よ
く
な

っ
た
」
と

手
応
え
を
つ
か
ん
だ
様
子
。

「な
か
な
か
全
員
が
集
ま
る
機
会
は
少
な
い

が
、
こ
の
日
は
全
員
が

一
つ
に
な
り
、
理
想
の

音
が
出
せ
た
」
と
満
足
の
表
情
を
見
せ
た
。

諫早吹奏楽団の演奏

|   オ=ケストラ

ナガサキ・ ウイン ド・ オーケス トラの演奏

理想の音が出せた 物語思い浮かべた

■
吹
奏
楽
３
団
体
が
全
国
ヘ

第
５９
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（九
州
吹
奏
楽
連
盟
、朝
日
新
聞
社
な

ど
主
催
）
の
職
場
上

般
の
部
が
３．

日
、
長
崎
市
の
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
あ

っ
た
。
九
州

・
沖
縄
の
各
県

の
予
選
で
推
薦
さ
れ
た
２２
団
体
が
演

奏
し
た
。
金
賞
を
受
賞
し
た
１１
団
体

の
う
ち
、
Ｊ
．Ｓ
．Ｂ
．吹
奏
楽
団

（鹿

児
島
）
、
春
日
市
民
吹
奏
楽
団

（
福

岡
）
、
飯
塚
吹
奏
楽
団
（同
）
の
３
団
体

が
、

１０
月
に
新
潟
市
で
あ
る
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

金
賞
Ｈ
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

・
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
春
日
市
民
吹
奏
楽

団
、
飯
塚
吹
奏
楽
団
、
中
村
学
園
Ｏ
Ｂ

吹
奏
楽
団

（福
岡
）
、
佐
賀
市
民
吹
奏

楽
団

（
佐
賀
）
、
熊
本
市
民
吹
奏
楽

団
、
熊
本
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

（熊
本
）
、
宮
崎
市
民
吹
奏
楽
団

（富

崎
）
、
Ｊ

．
Ｓ

．
Ｂ

．
吹
奏
楽
団
、
富

之
城
吹
奏
楽
団

（鹿
児
島
）
、
ウ
イ
ン

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
テ
ィ
ラ
ミ
ス

（
沖

縄
）銀

賞
Ｈ
大
牟
田
奏
友
会
、
福
津
市
民

吹
奏
楽
団

（福
岡
）
、
ナ
ガ
サ
キ

・
ウ

イ
ン
ド

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
諫
早
吹
奏

楽
団

（長
崎
）
、
天
草
吹
奏
楽
団
、
ウ

イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
“
Ｔ
”

（
熊

本
）
、
新
日
鉄
住
金
大
分
吹
奏
楽
団
、

ジ

ョ
リ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

・
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル

（大
分
）
、
ひ
む
か
Ｓ
ｏ

ｕ
ｎ
ｄ
　
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

（宮
崎
）
、
政
一奏

楽
団
コ
ザ

・
フ
ェ
ス
タ
、
リ
バ
テ
ィ
ー

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（沖
縄
）


